





Japanische Ubersetzung : Ernst Schade : Ludwig
Erks kritische Liedersammlung und sein
"Volkslied" : Begriff. : Erstes Kapitel, Leben
und Wirken Ludwig Erks.
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1 ) アーダム・ヴィルへルム・エルク 1779年 3月 10日 ザクセン-7イニンゲンの




2 ) アンナ・パルパラ・エルク (1日姓コ、ェ ト) 1783年ヴェツラーに生る。 1866年 5
月17日死去。
3 ) ヨーハン・パルタザル・シュピース 1782年オ パー7 ースフェルト(ザクセンマ
イニンゲン)に生る。 1799年マイニンゲン師範学校卒。 1801年フランクフルトのケン
マート学校の教師;1805-1807年ギーセン大学に学ぶ;1807年ラウノ〈ハにおいて教頭





























ベデソカー第一分間 1 1828年，第二分冊 2および 3 1829年，増補版
1834年。
11)付録参照エルク著作目録一一ー児童および学校歌集。
12) 参照ダルムシュタソトのJ. Chr . H・リンクあてエルクの書簡 1831年6月
1日。
13) 1司 L・グロックあてエルクの書簡 日付なし(推定 1838年)。
14) 1可|司 1845年 8月5日。
15) カール・シュルツェ IL・エルク」ベルリン 1876年 26頁以下。
ノミウル・オーピソツ 「ヘルリン王立司教座聖堂設立50王子記念によせる略史」ベル
1)ン 1893年。
ホゥコゥ・リ -7ン音楽辞典(1916年版uド ムコ ルjの項 254頁および「エ
ルク」の項 290頁ο
16) 7 ルティン・ブルンマー「ベルリン・スイング・アカテ、ミ一史jべルリン 1891年
249兵。
17) L・エルク 年譜 1867年 19頁。














(選択)的民謡集とかれの「民謡」 概念 145 











行した:1 )シラーの歌曲。エルク編曲混声合唱曲 ベルリン 1859年。 2)シラー
祭のための男声6部合唱曲 (1859年 11月10B)，およびその他多声用曲 エルク編
ベルリン 1859年。
26) ウやオルフ方、ング・クラフキ: 1教育科学」フランクフルト・アム・マイン 1970年
33頁。
27) L・エルクおよびホフマン・フォン・フアラースレーベンの共著 「学校歌集 100曲
集J ライブツィヒ 1848年。「若きドイツのための 37曲集」 ライブツィヒ 1848 
年。「ドイツ民謡本」 ライブツィヒ 1848年。「兵士の生活J1新しいうた(……)J
ベルリン 1852年。「たのしくうたおう」。詩の歴史に寄せて ハノーファー 1854年。
「ドイツ教会歌史」 ハノーファー 1854年。「民謡風歌曲集」 ライブツィヒ 1869 
年。 116および17世紀のドイツの社交歌集」 ライブツィヒ 1860年。「四季」 ベ
ルリン 1860および 1864年。「新旧児童歌集」 ベルリン 1873年。
28) L・エルク 「日記」第2冊 20頁。
29) L・エルクにあてたホフマン・フォン・フアラースレーベンの書簡， クリス7 ス
1855年。 この 12月7日エルクの娘が死去したのであった。詩は， 1父と子らは，広
間に入り来る……」。第5詩節「クリスマスツリーは明るい燈をつけてかゾゃくが，そ
のか Jやきの中で父の心は憂いにしずむ，数日前に最愛の娘を失ったのであった」。
(145) 
